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平成 27年度第５回香川地方最低賃金審議会議事録 

 

平成２７年１２月９日（水） 

於：高松サンポート合同庁舎７０２会議室 

 

出席者  公 益 側  東、泉川、柴田、髙塚、松浦 

     労働者側  白石、十川、本田、山 

     使用者側  田島、濱田、福家、森川 

 

議 題  （１）平成２７年度最低賃金の改定状況について 

     （２）その他 

 

【 賃 金 室 長 】   た だ 今 よ り 第 ５ 回 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会

を 開 催 さ せ て い た だ き ま す 。  

初 め に 、本 日 の 委 員 の 出 席 状 況 に つ い て 御 報 告 い た し ま す 。 

本 日 は 、 労 働 者 側 の 横 山 委 員 、 使 用 者 側 の 中 川 委 員 が 欠 席

で ご ざ い ま す が 、 １ ３ 名 の 委 員 が 出 席 さ れ て お り 、 最 低 賃 金

審 議 会 令 第 ５ 条 第 ２ 項 に 定 め る 定 足 数 を 満 た し て お り ま す の

で 、本 審 議 会 が 有 効 に 成 立 し て い る こ と を 御 報 告 い た し ま す 。 

そ れ で は 、 審 議 に 先 立 ち ま し て 、 藤 永 香 川 労 働 局 長 よ り 御

挨 拶 申 し 上 げ ま す 。  

【 藤 永 局 長 】  香川労働局長の藤永でございます。 

第５回香川地方最低賃金審議会の開催に当たりまして、一言御挨拶

を申し上げます。 

松浦会長を始め、各委員の皆様におかれましては、師走のお忙しい

中、第５回香川地方最低賃金審議会に御出席いただき、厚く御礼申し

上げます。  

先程、テーブルマーク綾上工場を視察された方は、この審議会、そ

の後の意見交換会と長丁場になりますが、よろしくお願いいたします。 
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今回は食品工場の性質上、工場内の視察が十分できず、次回よりも

う少し現場の見られる事業場を選択し、視察していただいて、今後の

審議会にお役立ていただければと思います。 

さて、香川県の経済情勢でございますが、賃金も若干ですが上昇傾

向にあり、個人消費も上向いております。基調的には緩やかな回復を

続け、有効求人倍率を見ましても、１．５０倍前後でここ数か月推移

しており、特に正社員の有効求人倍率が先月は１．０４倍となり、統

計を取り始めて以来、２か月連続で最高の数字を更新しております。

業種によるばらつきは依然見られるものの、労働市場もかなりタイト

な状況になって来ていると感じております。 

このような状況の中で、本年度は、審議会から答申をいただいた最

低賃金につきましては、すべて答申どおりの内容で改正決定手続を終

了し、地域別最低賃金については 10月１日に発効、特定最低賃金は、

「機械」「冷食」「電気」については 12 月 15日から、「船舶」について

は 12月 16日から発効予定としているところでございます。 

委員の皆様方からすべて全会一致により、それぞれ答申をいただき、

皆様の御審議に対して改めて感謝申し上げます。それぞれのお立場を

背負っての審議でありましたが、それぞれのお立場で御苦労をされた

のではないかと推察いたします。 

今後、労働局といたしましては、すべての労働者の賃金の最低限を

保障するセーフティネットとして、より一層適切に機能させるため、

その周知と履行確保を徹底して参りたいと考えております。 

最近の安倍首相の指示でも、最低賃金の引上げの影響を大きく受け

る中小企業への支援を、経済産業局、我々労働局と連携し、情報を共

有しながら取り組んで参りたいと考えております。 

審議会委員の皆様には、それぞれのお立場での周知、履行確保とい

った面への御理解と御支援を今後とも賜りますよう重ねてお願い申し

上げます。 

本日は、どうぞよろしくお願いいたします。 
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【 賃 金 室 長 】そ れ で は 松 浦 会 長 、議 事 の 進 行 を お 願 い い た し

ま す 。  

【 松 浦 会 長 】  各 委 員 に お か れ ま し て は 、 師 走 の お 忙 し い

中 を 御 出 席 い た だ き 誠 に 有 難 う ご ざ い ま す 。  

ま ず 、 本 年 度 の 最 低 賃 金 審 議 は 、 地 域 別 最 低 賃 金 に つ き ま

し て は 、 香 川 労 働 局 長 か ら ７ 月 ７ 日 に 改 正 諮 問 を い た だ き 、

４ 回 の 香 川 県 最 低 賃 金 専 門 部 会 で 審 議 を 重 ね 、 昨 年 に 引 き 続

き 全 会 一 致 の 結 審 と な り 、 各 側 委 員 に は 熱 心 な 御 審 議 を い た

だ い た こ と に 対 し ま し て 、 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

ま た 、 当 県 で 設 定 さ れ て い る ４ つ の 特 定 最 賃 に つ き ま し て

も 、 そ れ ぞ れ の お 立 場 の 違 い で 難 し い 面 も あ っ た と 思 い ま す

が 、 ４ つ と も 労 使 各 側 委 員 の 御 理 解 あ る 判 断 の も と 、 す べ て

全 会 一 致 に よ り 結 審 ・ 答 申 の 運 び と な り ま し た こ と に つ き 、

重 ね て 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

さ て 、 本 日 の 議 題 は 会 次 第 に あ り ま す よ う に 、  

１  平 成 27年 度 最 低 賃 金 の 改 定 状 況 に つ い て （ 報 告 ）  

２  そ の 他  

と な っ て お り ま す 。  

そ れ で は 、 議 題 １ に つ い て 、 事 務 局 の 方 で 説 明 を お 願 い し

ま す 。  

【 賃 金 室 長 】  そ れ で は ま ず 当 県 の 今 年 度 の 最 低 賃 金 の 改

定 状 況 に つ い て 説 明 い た し ま す 。  

資 料 の １ と し ま し て 、 本 年 度 の 香 川 県 最 低 賃 金 、 ４ つ の 特

定 最 低 賃 金 を 一 覧 表 に し て お り ま す 。  

香 川 県 最 低 賃 金 ７ １ ９ 円 。 冷 凍 調 理 食 品 製 造 業 ７ ５ ０ 円 、

以 下 「 冷 食 」 で 説 明 し ま す 。 はん用機械器具、生産用機械器具、

業務用機械器具製造業８ ５ ０ 円 、 以 下 「 機 械 」 で 説 明 し ま す 。

船 舶 製 造 ・ 修 理 業 ， 舶 用 機 関 製 造 業 ８ ６ ０ 円 、 以 下 「 船 舶 」

で 説 明 し ま す 。 電子部品・デバイス・電子回路電気機械器具、情
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報通信機械器具製造業８ ０ ５ 円 、 以 下 「 電 気 」 で 説 明 し ま す 。 

次 に 、 審 議 状 況 で ご ざ い ま す が 、 資 料 2ペ ー ジ 資 料 2「 平 成

27年 度 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 及 び 同 専 門 部 会 の 開 催 状 況 」

を 御 覧 下 さ い 。  

本 審 は 今 回 を 含 め ５ 回 、 運 営 小 委 員 会 を １ 回 、 香 川 県 最 低

賃 金 専 門 部 会 を ４ 回 、 冷 食 専 門 部 会 を ２ 回 、 機 械 専 門 部 会 を

３ 回 、 船 舶 専 門 部 会 を ４ 回 、 電 気 専 門 部 会 を ３ 回 開 催 し て お

り ま す 。  

ま ず 、香 川 県 最 低 賃 金 に つ い て は 、第 1回 本 審 を ７ 月 ７ 日 に

開 催 し 、 局 長 よ り 改 正 決 定 に つ い て の 諮 問 を 行 い ま し て 、 そ

の 後 、専 門 部 会 の 欄 の 香 川 県 最 低 賃 金 の 行 の ① 第 1回 専 門 部 会

を 7月 24日 に 開 催 し 、右 の ② 第 2専 門 部 会 を 7月 31日 に 開 催 し て

金 額 審 議 に 入 り ま し た 。 そ の 後 、 第 3回 専 門 部 会 を 8月 3日 に 、

第 4回 専 門 部 会 を 8月 4日 開 催 し て 、全 会 一 致 で 結 審 し 、金 額 で

１ ７ 円 、 率 に し て ２ ． ４ ２ ％ ア ッ プ の ７ １ ９ 円 で の 答 申 を い

た だ き ま し た 。  

そ の 後 、 8月 12日 に 香 川 県 労 連 、 8月 19日 に 香 川 県 タ ク シ ー

協 同 組 合 よ り 異 議 の 申 し 出 が あ っ た こ と か ら 、8月 20日 に 異 議

審 （ 第 ４ 回 本 審 ） を 開 催 し て 御 審 議 い た だ き 、 8月 4日 付 け 答

申 ど お り 決 定 す る こ と が 適 当 と の 結 論 を 頂 き ま し た の で 、 所

定 の 事 務 手 続 き を 行 い 、 10月 １ 日 発 効 と な っ た と こ ろ で ご ざ

い ま す 。  

続 い て 、 特 定 最 賃 に つ き ま し て は 、 第 2回 本 審 を 7月 31日 に

開 催 し 、 局 長 よ り 改 定 の 必 要 性 の 有 無 に つ い て 諮 問 を 行 い 、

運 営 小 委 員 会 の 行 に あ る と お り 、 同 日 開 催 し ま し た 運 営 小 委

員 会 に お き ま し て 、 ４ つ の 特 定 最 賃 に つ い て は 必 要 性 有 り と

の 結 論 に 至 り ま し た 。  

第 ３ 回 本 審 を 8月 4日 に 開 催 し 、 改 正 の 必 要 性 有 り の 答 申 を

頂 き ま し た の で 、 同 日 、 局 長 よ り 冷 食 、 機 械 、 船 舶 、 電 気 の
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４ つ の 特 定 最 賃 の 改 正 決 定 に つ い て の 諮 問 を 行 い ま し た 。  

そ の 後 、 特 定 最 賃 専 門 部 会 の 第 １ 回 目 の 会 議 を 資 料 の と お

り ４ 専 門 部 会 合 同 で ９ 月 30日 に 開 催 い た し ま し た 。  

以 後 、 各 専 門 部 会 を 順 次 開 催 し て 御 審 議 を い た だ い た わ け

で す が 、 本 年 度 、 特 定 最 賃 に つ き ま し て は 、 冷 食 に つ き ま し

て は 2回 目 、機 械 、電 気 に つ き ま し て は ３ 回 目 、船 舶 に つ き ま

し て は ４ 回 目 の 専 門 部 会 に お き ま し て 、 全 会 一 致 に よ り 答 申

を 頂 く こ と が で き ま し た 。  

ま ず 、 冷 食 に つ き ま し て は 10月 6日 に 、 金 額 で 2円 、 率 に し

て 0.27％ ア ッ プ の 750円 で 答 申 を い た だ き ま し た 。  

次 に 、機 械 に つ き ま し て は 10月 2日 に 、金 額 で 14円 、率 に し

て 1.67％ ア ッ プ の 850円 で 答 申 を い た だ き ま し た 。  

次 に 、 船 舶 に つ き ま し て は 10月 15日 に 、 金 額 で 16円 、 率 に

し て 1.90％ ア ッ プ の 860円 で 答 申 を い た だ き ま し た 。  

最 後 に 、 電 気 に つ き ま し て は 10月 13日 に 、 金 額 で 15円 、 率

に し て 1.90％ ア ッ プ の 805円 で 答 申 を い た だ き ま し た 。  

な お 、 特 定 最 賃 の 審 議 会 答 申 に 係 る 異 議 申 出 は ご ざ い ま せ

ん で し た の で 、 異 議 申 出 期 限 の 翌 日 か ら 所 定 の 事 務 手 続 に 入

り 、 冷 食 、 機 械 、 電 気 は 12月 15日 か ら 、 船 舶 は 12月 16日 か ら

発 効 と な り ま す 。  

そ れ ぞ れ の 答 申 文 、報 告 文 に つ き ま し て は 、資 料 の 3ペ ー ジ

か ら の 資 料 3-1に 「 香 川 県 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て 」 を 、

資 料 の 7ペ ー ジ か ら の 資 料 3-2に 「 当 最 低 賃 金 審 議 会 の 意 見 に

関 す る 異 議 の 申 出 に つ い て 」を 、資 料 の 8ペ ー ジ か ら の 資 料 4-1

に 「 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 の 必 要 性 の 有 無 に つ い て 」 を 、 資 料

の 11ペ ー ジ か ら の 資 料 4-2に「 香 川 県 冷 凍 調 理 食 品 製 造 業 最 低

賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て 」を 、資 料 の 14ペ ー ジ か ら の 資 料 4-3

に 「 香 川 県 は ん 用 機 械 器 具 、 生 産 用 機 械 器 具 、 業 務 用 機 械 器

具 製 造 業 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て 」 を 、 資 料 の 17ペ ー ジ
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か ら の 資 料 4-4に「 香 川 県 船 舶 製 造・修 理 業 ，舶 用 機 関 製 造 業

最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て 」 を 、 資 料 の 20ペ ー ジ か ら の 資

料 4-5に「 香 川 県 電 子 部 品・デ バ イ ス・電 子 回 路 、電 気 機 械 器

具 、 情 報 通 信 機 械 器 具 製 造 業 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て 」

を 添 付 し て お り ま す の で 後 ほ ど 御 参 照 く だ さ い 。  

以 上 、 御 説 明 し ま し た と お り 、 本 年 度 の 香 川 県 の 最 低 賃 金

の 改 正 審 議 に つ き ま し て は 、 す べ て 終 了 い た し て お り ま す こ

と を 御 報 告 い た し ま す 。  

次 に 、 地 域 別 最 低 賃 金 の 全 国 の 改 定 状 況 で す が 、 資 料 の 23

ペ ー ジ に 資 料 の ５ と し ま し て 、 本 年 度 の 全 国 の 地 域 別 最 低 賃

金 額 改 定 答 申 に 係 る 本 省 発 表 資 料 を 添 付 し て お り ま す 。  

下 の 方 に 記 載 さ れ て い る 「 平 成 27年 度 地 方 最 低 賃 金 審 議 会

の 答 申 ポ イ ン ト 」 に あ り ま す よ う に 、 改 定 後 の 全 国 加 重 平 均

額 は 798円 で 18円 の 引 上 げ と な っ て お り ま す 。  

改 定 額 の 分 布 は 693円 （ ４ 県 ） が 最 低 額 で 、 907円 （ 東 京 ）

が 最 高 額 と な っ て い ま す 。  

資 料 25ペ ー ジ を 御 覧 い た だ き ま す と 、 す べ て の 都 道 府 県 で

16円 以 上 （ 16円 ～ 20円 ） の 引 上 げ が 答 申 さ れ て お り ま す 。 目

安 よ り +1円 は 香 川 県 を 含 み 全 国 10都 道 府 県 で あ り 、 そ れ 以 上

は あ り ま せ ん 。  

 香 川 の 最 低 賃 金 の 719円 は 宮 城 県 の 726円 に 次 い で 全 国 30番

目 で す 。  

資 料 26ペ ー ジ を 御 覧 い た だ き ま す と 、 香 川 県 最 低 賃 金 の 推

移 を グ ラ フ で 示 し て い ま す が 、全 国 加 重 平 均 798円 よ り 79円 低

く 岡 山 県 735円 よ り 16円 低 い 状 況 で す が 、徳 島 695円 、愛 媛 696

円 、 高 知 693円 で す の で 、 四 国 で は １ 番 高 い 状 況 で す 。  

引 上 額 の 17円 は 過 去 10年 で 最 も 高 い 額 と な っ て い ま す 。 引

上 率 は 2.42％ と な っ て い ま す 。  

採 決 の 状 況 は 、3年 連 続 の 全 会 一 致 の 採 決 と な っ て お り ま す 。 
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発 効 日 に つ い て は 、昨 年 に 引 き 続 き 10月 1日 発 効 と な り ま し

た 。  

影 響 率 は 、 2.8%と 昨 年 の 3.5%よ り は 下 が っ て い ま す 。  

続 き ま し て 、資 料 27ペ ー ジ か ら 資 料 7の「 特 定（ 産 業 別 ）最

低 賃 金 決 定 状 況 」 で 平 成 27年 12月 3日 現 在 の 状 況 で す 。  

資 料 28ペ ー ジ の 下 の 方 に 、改 正 の 必 要 性 199業 種 、必 要 性 無

し は 4業 種 と な っ て お り ま す 。 ま た 、 申 出 な し 、 必 要 性 な し 、

申 出 後 取 下 げ 又 は 諮 問 不 適 の 場 合 は 黒 塗 り と し て お り ま す 。

空 欄 は 審 議 中 で ご ざ い ま す 。  

資 料 29ペ ー ジ の 資 料 8は 食 料 品 製 造 業 の 最 低 賃 金 審 議・決 定

状 況 で す 。 資 料 30ペ ー ジ は 一 般 機 械 器 具 製 造 業 最 低 賃 金 の 審

議 ・ 決 定 状 況 で す 。 東 京 、 神 奈 川 は 審 議 中 で す 。 資 料 31ペ ー

ジ は 船 舶 製 造 業 最 低 賃 金 審 議 ・ 決 定 状 況 で す 。 東 京 が 審 議 中

と な っ て い ま す 。 資 料 32ペ ー ジ は 電 気 機 械 器 具 製 造 業 最 低 賃

金 の 審 議 ・ 決 定 状 況 で す 。 東 京 、 神 奈 川 が 審 議 中 で す 。  

資 料 33ペ ー ジ の 資 料 8-1は 、 香 川 県 の 特 定 最 賃 の 推 移 で す 。 

船 舶 、 機 械 、 電 気 は 地 域 別 最 低 賃 金 と 同 様 に 右 肩 上 が り の

傾 向 で す が 、冷 食 に つ い て は 、他 の 3業 種 に 比 べ 伸 び が 鈍 い 状

況 で す 。  

資 料 34ペ ー ジ 資 料 ８ － ２ は 特 定 最 低 賃 金 対 象 業 種 の 状 況 で

す 。  

特 定 最 低 賃 金 の 対 象 者 は 基 幹 労 働 者 に 対 す る も の で 、 影 響

率 の 基 幹 労 働 者 は 、 冷 食 3.5%、 機 械 3.1%、 船 舶 4.9%、 電 気 は

8.0％ と な っ て い ま す 。  

【 松 浦 会 長 】  あ り が と う ご ざ い ま し た 。 た だ 今 の 説 明 で

何 か 御 質 問 、 御 意 見 は あ り ま せ ん か 。  

そ れ で は 、 次 に 議 題 ２ の 「 そ の 他 」 に 移 り ま す 。  

事 務 局 何 か ご ざ い ま す か 。  

【 賃 金 室 長 】  最 低 賃 金 改 定 に つ い て の 周 知 状 況 に つ い て
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御 説 明 い た し ま す 。  

最 低 賃 金 の 周 知 に つ い て は 、 ９ 月 よ り 、 県 、 市 、 町 等 の 行

政 機 関 を は じ め 、 各 種 団 体 、 公 共 交 通 機 関 、 学 校 な ど に 対 し

ま し て 、 基 本 的 に は 持 参 し 、 広 報 誌 等 へ の 掲 載 依 頼 と ポ ス タ

ー の 掲 示 、 チ ラ シ の 配 布 な ど に よ る 周 知 を お 願 い い た し ま す

と と も に 、 局 で 実 施 す る 各 種 説 明 会 に お き ま し て 、 チ ラ シ を

配 布 す る な ど に よ り 周 知 を 図 っ て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

今 後 に お き ま し て も 、 特 定 最 賃 も 同 様 に あ ら ゆ る 機 会 を 通

じ ま し て 、 最 低 賃 金 の 周 知 、 履 行 確 保 を 図 っ て 参 り た い と 考

え て お り ま す 。  

次 に 、 今 後 の 審 議 日 程 に つ き ま し て 御 説 明 い た し ま す 。  

来 年 ３ 月 に 、 本 年 度 最 後 の 第 ６ 回 本 審 を 開 催 し 、 来 年 度 に

お け る 特 定 最 低 賃 金 改 定 の 意 向 確 認 、 ま た 、 来 年 度 へ の 申 送

事 項 等 に つ き ま し て の 御 審 議 を お 願 い す る 予 定 と し て お り ま

す の で 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

日 程 調 整 に つ き ま し て は 、 後 日 メ ー ル 等 に よ っ て 行 わ せ て

い た だ き ま す 。  

説 明 は 以 上 で ご ざ い ま す 。  

【 松 浦 会 長 】 た だ 今 の 説 明 に つ き ま し て 、御 質 問 、御 意

見 は ご ざ い ま せ ん か 。  

 他 に 何 か ご ざ い ま す か 。  

 特 に な け れ ば 終 了 し た い と 思 い ま す 。  

そ れ で は 、 こ れ で 平 成 ２ ７ 年 度 第 ５ 回 香 川 地 方 最 低 賃 金 審

議 会 を 閉 会 と い た し ま す 。  

― ― 了 ― ―  


